
（４）大規模地すべり

荒砥沢ダム周辺で発生した
大規模な地すべりの状況

（独）土木研究所 地すべりチーム
上席研究員 藤澤和範

「平成20年岩手・宮城内陸地震」調査報告会
平成20年8月26日（火）

大規模地すべり地全景

地すべり地全景（H20.6.15空撮）

【地すべり規模】
長さ約1,400m，幅約810m，
滑落崖高さ約140m，平均土層厚約55m
移動土塊量約4,500万m3

※宮城県調査資料より(H20.6段階)

長さ約1,400m
幅約810m

滑落崖高さ約140m



大規模地すべり周辺の地形

地すべり範囲の全景。周辺の地形は緩やかな起伏が見られる傾斜10°程度の緩斜面で、地すべ
り地形と考えられる。地すべり土塊は引張り部と圧縮部、細分化したブロックに分けられる。

地すべり地全景（H20.6.15空撮）

地すべり地形
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1982に加筆
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地すべり上部斜面（H20.6.22撮影）

B A

写真撮影位置

地すべり頭部の寸断された道路下方を望む。写真中央～左側は、地すべり本体から取り残され
た分離小丘の斜面上側が滑落した面であり、明瞭な条線が見られる。

頭部滑落崖の全景。
上部は火山噴出物
（溶結凝灰岩主体）
下部は軽石凝灰岩
が分布する。

Ｂ

軽石凝灰岩

火山噴出物

地すべり頭部・地質状況

栗駒地熱広域地
質図(地質調査所
,1986)に加筆

安山岩溶岩

▲栗駒山
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荒砥沢ダム

荒砥沢周辺の広域地質図

溶結凝灰岩



D

写真撮影位置

地すべり土塊本体は比較的原形を保って
いる。中央奥側は分離小丘。

C
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末端の圧縮部（H20.6.15空撮）地すべり土塊本体（H20.6.22）

地すべり土塊末端の圧縮部。杉が様々な方
向に倒れており土塊が乱れている

C
地すべり土塊内部の状況

末端の圧縮部（H20.6.15空撮）

地すべり土塊頭部の引張り部。陥没した凹地形と
分離小丘が帯状をなして交互に分布している。

滑落崖上部から臨む（H20.8.9）

E

E

末端部の状況（二次すべり）

大規模地すべり末端部は二次すべりが発生し、地すべり
土塊は乱れている（H20.8.9）

荒砥沢ダムとその上流の大規模地すべりとの位置関係。
距離はおおよそ1km程度。（H20.8.9）

写真撮影位置
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F

大規模地すべり

F

大規模地すべり末端部は貯水池に面した開放部と
なっている（H20.6.15空撮）
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写真撮影位置
地すべり本体の末端部には、斜面への泥の付着や倒木が見ら
れる。地すべり土塊の本体が尾根部に衝突したと考えられる。

末端の尾根衝突部（H20.6.22）

I

J

斜面裾部から高さ約10mまで倒木し、
その上方の立木にも泥が飛散している。

IJ

尾根

末端部の隣接ブロックの状況

K

末端の尾根衝突部（H20.6.22）

この位置で道路が大きくせん断されている。

K

隣接ブロック

末端ブロックの左翼部(H20.6.22)

道路の被災状況

頭部滑落崖の寸断された道路（H20.8.9撮影）

L

末端隣接ブロック左翼部の道路（H20.6.22） 土塊内部に取り残された道路（H20.8.9撮影）

市道馬場
駒の湯線

M

N
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道路寸断箇所写真撮影位置
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背後への影響範囲
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写真撮影位置

地すべり末端部のシツ
ミクキ沢の全景。

P

O

末端部の堰止湖（H20.6.15空撮）

堰止湖の状況

シツミクキ沢は地すべり本体により閉塞さ
れ、下流部には堰止湖ができている。P

末端部の堰止湖(H20.6.22）

O

引張り部

陥没帯末端部の二次すべり

分離小丘

地すべり土塊本体(圧縮部)二次すべり

※

推定縦断面図

・本図は地形図と既往ボーリング資
料から作成（現在ボーリング調査
中）。
・地すべり発生前の地形勾配は平均
∠10°、すべり面の推定勾配は
∠5°程度と考えられる。

H20/6/15空撮

市道馬場駒の湯線
T

N

道路寸断箇所

断面位置

乱された部分

二次すべり

尾根

大規模地すべりに
よる不安定化範囲



地すべり機構(1)
1)地すべりの素因
①地形
・古い地すべり地形（既存文献で抽出）。
②地質
・基盤岩は泥岩や軽石凝灰岩を主体層で、貯水池側に約5°傾

斜（流れ盤構造）。
・すべり面は、軽石凝灰岩主体層の下面付近（細粒凝灰岩？）
と推定。

地すべり土塊の末端部には強度が
弱い細粒凝灰岩の岩片が散在

地すべり機構(2)
2)地すべりの誘因
・過去に発生した地すべり地の一部が、1,000galを超える強い地

震動によって滑動。
3)地すべりの特徴とタイプ
・直線的なすべり面の形状、引張り部と地すべり本体の圧縮部が
明瞭に区分される地形の特徴
→すべり面が直線で末端が開放された流れ盤の地すべり(通称:椅
子型地すべり)

引張り部

陥没帯末端部の二次すべり

分離小丘

地すべり土塊本体(圧縮部)

すべり面



地すべり機構(3)
3)地すべり滑動時の状況
①地すべり本体が広い範囲で下方に動きながら、本体の
上部が何個かの分離小丘に分かれて取り残された。

滑動前

すべり面

地震動で不安定
化して亀裂が入る

※地すべり滑動の順番やブロック区分、速度
の詳細は不明であるため、模式的に表現した

地すべり機構(3)
3)地すべり滑動時の状況
①地すべり本体が広い範囲で下方に動きながら、本体の
上部が何個かの分離小丘に分かれて取り残された。

滑動中

すべり面

滑動

滑動

※地すべり滑動の順番やブロック区分、速度
の詳細は不明であるため、模式的に表現した



地すべり機構(3)
3)地すべり滑動時の状況
①地すべり本体が広い範囲で下方に動きながら、本体の
上部が何個かの分離小丘に分かれて取り残された。

すべり面

滑動

崩壊

※地すべり滑動の順番やブロック区分、速度
の詳細は不明であるため、模式的に表現した

地すべり機構(3)
3)地すべり滑動時の状況
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上部が何個かの分離小丘に分かれて取り残された。

崩壊

※地すべり滑動の順番やブロック区分、速度
の詳細は不明であるため、模式的に表現した



地すべり機構(3)
3)地すべり滑動時の状況
①地すべり本体が広い範囲で下方に動きながら、本体の
上部が何個かの分離小丘に分かれて取り残された。

滑動

※地すべり滑動の順番やブロック区分、速度
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地すべり機構(3)
3)地すべり滑動時の状況
①地すべり本体が広い範囲で下方に動きながら、本体の
上部が何個かの分離小丘に分かれて取り残された。
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地すべり機構(3)
3)地すべり滑動時の状況
①地すべり本体が広い範囲で下方に動きながら、本体の
上部が何個かの分離小丘に分かれて取り残された。
②次に地すべり本体が斜面下方の尾根に達し、地すべり
末端部は強い圧縮を受けて土塊の一部が乱されるととも
に、貯水池付近の開放部分では二次すべりが発生したも
のと推定される。

すべり面

滑動後圧縮部

二次すべり

※地すべり滑動の順番やブロック区分、速度
の詳細は不明であるため、模式的に表現した

地すべり機構(3)

すべり面

滑動後

3)地すべり滑動時の状況
①地すべり本体が広い範囲で下方に動きながら、本体の
上部が何個かの分離小丘に分かれて取り残された。
②次に地すべり本体が斜面下方の尾根に達し、地すべり
末端部は強い圧縮を受けて土塊の一部が乱されるととも
に、貯水池付近の開放部分では二次すべりが発生したも
のと推定される。
③背後には本体ブロックの滑動により、不安定化したブ
ロックが存在すると考えられる。 不安定化

ブロック

※地すべり滑動の順番やブロック区分、速度
の詳細は不明であるため、模式的に表現した



荒砥沢地すべり

沼倉裏沢
崩壊

沼倉裏沢

荒砥沢ダム貯水池

市道馬場駒の湯線

TN

道路寸断箇所

地すべり地全景（宮城県調査資料に加筆）

荒砥沢地すべり周辺の道路状況・背後斜面への影響

背後への影響範囲

BA

2m程の段差（H20.6.22撮影）
大きく開口した亀裂（H20.6.22撮影）

C

市道に発生した地すべり（H20.7.14撮影）

背後への影響範囲

荒砥沢地すべり

沼倉裏沢
崩壊

荒砥沢ダム
貯水池

市道馬場駒
の湯線

A B

TN

道路寸断箇所写真撮影位置

C
背後への影響範囲



D E

F

滑落崖上部斜面の押し出しによる土塊
内部の開口亀裂（H20.7.14撮影）

滑落崖上部斜面の亀裂、幅50cm（H20.7.14撮影）

荒砥沢地すべり

沼倉裏沢
崩壊

荒砥沢ダム
貯水池

市道馬場駒
の湯線

D
E

TN

道路寸断箇所写真撮影位置

F

背後への影響範囲

伸縮計（計測中）

滑落崖上部の段差を伴う亀裂（H20.8.9撮影）

レーザ航空測量（陸上）、ナローマルチ
ビーム（湖底）を合成した陰影図

平成20年8月8日 東北農政局整備部 東北森林管理局森林整備部 宮城県土木部
第２回 岩手・宮城内陸地震に係る荒砥沢ダム復旧・復興対策検討会資料 から引用



貯水池地震後オルソ画像

平成20年8月8日 東北農政局整備部 東北森林管理局森林整備部 宮城県土木部
第２回 岩手・宮城内陸地震に係る荒砥沢ダム復旧・復興対策検討会資料 から引用

調査ボーリング結果（速報）

平成20年8月8日 東北農政局整備部 東北森林管理局森林整備部 宮城県土木部
第２回 岩手・宮城内陸地震に係る荒砥沢ダム復旧・復興対策検討会資料 から引用

断面位置 調査ボーリング



左岸貯水池上流地質断面図

平成20年8月8日 東北農政局整備部 東北森林管理局森林整備部 宮城県土木部
第２回 岩手・宮城内陸地震に係る荒砥沢ダム復旧・復興対策検討会資料 から引用

断面位置

基盤層(シルト岩主体)

地すべり移動岩塊ブロッ
ク(塊状軽石凝灰岩層)

地すべり移動岩塊ブロック
(風化軽石凝灰岩層主体)

左岸貯水池上流地質断面図（拡大）

平成20年8月8日 東北農政局整備部 東北森林管理局森林整備部 宮城県土木部
第２回 岩手・宮城内陸地震に係る荒砥沢ダム復旧・復興対策検討会資料 から引用

基盤層(シルト岩主体)

砂岩シルト岩互層(N値10-44)

河床堆積物

軽石質火山礫凝灰岩(N値2-27)

軽石凝灰岩(N値1-8)

風化軽石凝灰岩



光波自動観測結果（速報）6/27～8/1

平成20年8月8日 東北農政局整備部 東北森林管理局森林整備部 宮城県土木部
第２回 岩手・宮城内陸地震に係る荒砥沢ダム復旧・復興対策検討会資料 から引用

移動量

観測基準点

機械点（自動追尾） 6/27～8/1の間に5cm以上の

変位が観測された観測点

※8/1以降は顕著な変位

は確認されていない。

光波自動観測結果
（速報) 6/27～8/1

平成20年8月8日 東北農政局整備部 東北森林管理局森林整備部 宮城県土木部
第２回 岩手・宮城内陸地震に係る荒砥沢ダム復旧・復興対策検討会資料 から引用
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※8/1以降は顕著な変位は確認されていない

累積変位
量50mm

6/136/13 6/276/27 8/18/1


